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指定管理者の指定について（東習志野図書館、新習志野図書館、谷津図書館） 

施設名 習志野市立東習志野図書館、新習志野図書館、谷津図書館 

候補者名 株式会社図書館流通センター 

代表者名 代表取締役 細川 博史 

所在地 東京都文京区大塚３丁目１番１号 

指定期間 令和 4年 4月 1日から令和 9年 3月 31日まで（5年間） 

公募・非公募 公募 

申請者数 1者 

指
定
管
理
料
（
税
込
） 

募集要項 

提示上限 
551,226,500円（5か年合計）（1会計年度 110,245,300円） 

提案 

指定管理料 
550,745,000円（5か年合計）（1会計年度 110,149,000円） 

指定管理料上限

に対する割合 
99.9％ 

選定理由 

図書館管理運営業務の受託等を目的とする事業者で、全国各地の図

書館における指定管理者としての実績を活かした管理運営が期待でき

る。提案内容からは、研修体制の充実や資格取得のための支援制度に

より、専門的知識を持つ職員の確保・育成に努めていること、さらに、

多様な利用者層を想定した広報や多彩な自主事業の展開を通じ、高い

レベルでの図書館サービスの提供が見込まれる。 

以上から、本市が求める水準を十分に満たしていると判断し、指定

管理者の候補者として選定したものである。 

 

候補者の 

特出 

評価事由 

１．全国で 500 館以上の図書館の業務を受託している実績があり、本

社で集約された豊富なノウハウによる十分な支援が期待できる。 

２．要求水準を超える専門職員を配置している。 

３．研修の専門部署を有し、職域に応じた体系的な研修プログラムに

より人材育成に取り組んでおり、質の高い人材の確保が図られる。 

４．司書資格取得のための支援制度が充実しており（学費還付制度等）、

継続的に事業者に司書資格取得者が増える制度になっている。 

５．ＳＮＳ（ツイッター、Facebook）をはじめとした多様な媒体を用

いた、より多くの市民への情報発信が期待できる。 

６．多彩な自主事業の展開が期待できる。 

・電子図書館の導入やデジタルアーカイブなど社会のデジタル化に対応した事業 

・ビブリオバトル、野鳥観察会などの地域と連携した事業 

審査結果 
（株）図書館流通センター 

78.0点（内訳）共通事項：39.4点、個別事項：38.6点 

今後の予定 
・管理に関する年度協定書の締結（令和４年４月１日予定） 

・指定管理者による業務開始（令和４年４月） 

 


